
 

Study on Mie north and south difference 

－ A factor and structure of the Mie north and south difference － 

 

Yuta KAI , Hisao YAMAMOTO 

三重県南北格差に関する研究 

~三重県南北格差の要因と構造~ 

               日大生産工  日大生産工(学部) ○甲斐 雄大 

           指導教員 山本壽夫 教授 

 

１ はじめに  

  私の地元である三重県には様々な面で南

北格差が生じている。三重県の北部地域には

四日市コンビナートや、亀山のシャープの工

場など工業地帯が多く、第二次産業が発展し

ている。一方で、南部地域では漁業や農業な

どの第一産業が発展している。しかし、そも

そも南部には人口が少なく、過疎地域が10

地域存在し、これらの地域では、少子高齢化

が著しく進展している。 

  本研究では、南北格差が生じている実際の

事例やその要因について分析と考察を行う

とともに、南北格差の解消を目的とする。 

 

２ 先行研究 

先行研究として、次の項目に関する研究を

前提とする。 

 

(1)河上哲,山田恵理,鹿嶋洋(2011)「三重県にお

ける地域成長構造の計量分析」経済地理学会 

 

３ 現状分析 

  現状の三重県でどのような南北格差が生

じているのかについて現状分析を行う。 

 

3-1.人口 

 
図1. 三重県地域別の人口 

(出典) 三重県戦略企画部統計課「推計人口」 

•三重県は北部地域の四日市市や津市、鈴鹿市

などの工業地帯が集中している市町村では人

口が20万人を超えている。しかし南部地域は

ほぼ全ての市町村が人口5万人未満であり、南

北で明らかな人口の格差が生じていることが

分かる。 

 

3-2.第一次産業就業者比率 

 
図2.三重県地域別の第一次産業就業者比率 

(出典) 総務省統計局「国勢調査」 

(算出方法) 第一次産業就業者数÷全就業者数 

 

•三重県の第一次産業就業者比率は、工業が盛

んである北部地域では比率は低くなっている。

一方で、農業や漁業が盛んである南部地域で

は、必然的に比率は高くなっている。  

 

3-3.第二次産業就業者比率 

 
図3. 三重県地域別の第二次産業就業者比率 
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(出典) 総務省統計局「国勢調査」 

(算出方法) 第二次産業就業者数÷全就業数 

 

•三重県の第二次産業就業者比率は、四日市市

を初めとした鈴鹿市、亀山氏などの地域が

35%以上と高くなっており、北部地域は改め

て第二次産業が発展していることが分かる。

反対に南部地域では、北部地域と比較すると、

やはり比率は低くなっている。 

 
3-4.所得 

 
図4.一人当たり市長民所得 

(出典)三重県戦略企画部統計課「平成26年度三

重県の市長民経済計算」 

 

•三重県の一人当たりの所得は北部地域が、

300万円を超える地域が多いのに対して、南

部地域では、300万円を超えている地域は存

在せず、所得においても南北で格差が生じて

いることが分かる。 

 

•現状分析を行った結果、南北において人口と

所得で格差が生じており、北部では人口が多

く、第二次産業が盛んである。それに伴い所

得も多くなっている。一方、南部は人口が少

なく、少子高齢化も進んでいるため、働き手

の減少により所得も低くなっている。 

 

４ 問題点 

•南北において第一次産業と第二次産業が集中 

 していることが挙げられる。北部地域では第 

 二次産業が、南部地域では第一次産業という

ように、産業が分離されているため、南部地

域の労働者が雇用を求めて、北部地域に流れ

ている。 

 

•そもそも南部地域は人口が少ないため、所得

の面で格差が生じてしまう。 

 

 

 

５ 対応策 

•南部地域に第一次産業以外の産業を普及させ

ることで、南部人口を増加させる。 

 

•南部地域の交通網を発展させることで、南部

に定住しやすくする。 

 

•南部地域にも人口が増加するように、産業の 

 集中化を無くし、所得の格差を抑える。 

 

６ 検証 

  本研究では、因子分析及び重回帰分析を行

い、更に検証を深めていく。 

 

７ まとめ 

  現在の三重県では様々な南北格差が生じ

ていることが分かった。私の地元は四日市市

と北部地域であるため、南北格差について、

影響が少なく生活しているうえで問題に気

付かなかった。 

  今後は今回取り上げた事例以外の格差が

生じている要因になっている事例について

も分析と考察を行い、三重県の南北格差の全

容と解消を目指して研究に励んでいきたい

と考えている。 

  また、本研究において、ご指導ご鞭撻を賜

りました山本壽夫先生に心より感謝をいた

します。 
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